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資料３

１ 急速かつ広範な社会変化に直面する中で、人材開発を効果的に進めるためには、次のよ
うなプロセスが重要になるのではないか。
① 求められる人材要件やスキルの明確化・共有
② （①を踏まえた）効果的な教育訓練プログラムの開発・提供
③ 労働者が目標を持ち効果的な学びを進めるための伴走支援

２ 社会変化が激しく不確実性が高まる時代にあっては、企業による人材開発の推進と同時
に、労働者の主体的な学びも重要となるが、そのためには、労使をはじめとした関係者間
の連携が重要ではないか。

３ 労使をはじめ国などの関係者間の役割を考える上で、企業内と労働市場全体を分けて整
理していくことが考えられるのではないか。

（１）企業内における人材開発の場面において、上記１①から③に対応して、どのような取組
が必要と考えられるか。関係者の役割について、どのように考えるか。

（２）労働市場全体における人材開発の場面において、上記１①から③に対応して、どのよう
な取組が必要と考えられるか。関係者の役割について、どのように考えるか。

（３）１③の関係で、企業内と労働市場全体のそれぞれにおいて、キャリアコンサルティング
にどのような役割が期待されるか。


